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ろっこう 第28号

第
Ю
回
通
常
総
代
会

が
５
月
２０
Ｈ
、
鹿
行
農
業
共
済
組
合

に
於

い
て
総
代
数

１
６
３
名

の
う
ち
、

１
５
４
名

（許
面
議
決
書
含
む
）
が
出
席
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
額
賀
福
志
郎
先
生
を
始
め
、
西
條
県
議

会
議
員
、
錦
織
県
議
会
議
員
、
本
洋
県
議
会
議
員
、
管
内
各
市
及
び
鹿
行
農
林
事
務
所
長
等

の
ご
来
賓

の
方

々
に
お
視

い
の
言
葉
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

議
長
に
小
田

弘
氏

（鉾
田
市
〓

副
議
長
に
久
保
田

治
氏

（行
方
市
Ｉ

落
合

良
之
氏

（神
柄
市
）

が
選
任
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
も
と
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
代
会
に
先
立
ち
永
年
に
わ
た
り
共
済
事
業
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
２６
名

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

第10回通常総代会開催

採決で挙手をする総代の皆さん

1■ |｀
 一..

鹿行農林事務所長より表彰を受ける

今泉 和介 氏

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

平
成
２０
年
度
事
業
報
告
書

財
産
目
録

貸

借
対
照
表

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

案
並
び
に
不
足
金
処
理
業
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
２‐
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
額
及

び
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
並
び
に
業
務
収
支

予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
２‐
年
度
役
員
報
酬
総
額
業
の
承
認
に
つ

い
て

役
員
退
任
慰
労
金
支
給
案
の
承
認
に
つ
い
て

無
事
尿
金
２
父
付
額
承
認
に
つ
い
て

平
成
２‐
年
度
中
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
つ
い
て

平
成
２‐
年
度
現
令
預
入
先
金
融
機
関
承
認

に
つ
い
て

鹿
行
農
業
共
済
組
合
諸
規
定
一部
改
正
の
承

認
に
つ
い
て

◆
鹿
行
農
林
事
務
所
長
賞

鉾
田
市
　
　
△
ワ
　
泉
　
和

鉾
田
市
　
　
入
　
江

◆
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

鉾
田
市
　
　
高
　
田
　
　
　
登

鉾
田
市
　
　
菅
　
谷
　
健

　

一

鉾
田
市
　
　
大
　
場
　
　
　
進

鹿
嶋
市
　
　
郡
　
司
　
　
　
実

鹿
嶋
市
　
　
出
　
頭
　
要

　

一

行
方
市
　
　
船
　
串
　
孝
　
雄

◆
鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

鉾
田
市
　
　
｛昌

鉾
田
市
　
　
井

鉾
田
市
　
　
鬼

鉾
田
市
　
　
中

鉾
田
市
　
　
額

鉾
田
市
　
　
有

鉾
田
市
　
　
堀

鉾
田
市
　
　
鬼

鉾
田
市
　
　
堀

鉾
田
市
　
　
大

鉾
田
市
　
　
城

鹿
嶋
市
　
　
新

鹿
嶋
市
　
　
山

鹿
嶋
市
　
　
平

神
栖
市
　
　
猿

神
栖
市
　
　
石

行
方
市
　
　
宮

行
方
市
　
　
清

水 内 寄 田 内 本 井 田 貫 内 沢 米 馬 賀 村 沢 川 田

正 幸 隆 博 太 正 厚 初 隆 嘉 栄 信 志  勝 賢 正 勝
登

典 次 朗 之 市 夫 ― 男 之 則 ― ― 夫 清 男 ― 直 雄 昭 介



ろつこう 第28号

平成20年度 事業報告 ヽ
●

″

農 作 物
稲

稲

(20年 産 )

(21年 産 )

受

7495戸
2戸

17戸
16戸

456581a
50a

26259a
25012a

1814箱
515箱

1203箱

２

ツ 支払共済金

1,960,926円
63.111円

2,621.854円

支払共済金

69160円
27300円
10920円

一Ｐ

一Ｐ

一Ｐ

ｌ

ｌ

７

４水

陸

麦

〃

■
・
畑 作 物

一Ｐ

一Ｐ

一Ｐ

受
”
炉
炉

つ
つ

繭

繭

繭

豆

蚕

蚕

蚕

秋

秋

春

初

晩

大ゞ

牛

牛

豚

豚

用

用

乳

肉

種
肉

合
災
計

総
火
合

設

　

畜

園芸施
弓|

2.992戸

受

1,764頭
922頭

11,429頭
56000頭

993戸
17,380戸
18,373戸

引  受

193戸   371台
114戸    200台
307戸    571台

受

35239棟
支払共済金

254戸   491棟    20984.509円

支払共済金家
２

ツ

死廃事故

11272110円
861 214円

6092253円
68633103円

病傷事故

1537件 26362.115円
437件  5565,050円
74件   809590円

支払共済金

277棟   364,610.127円

支払共済金

71ヽ
4 81頭

8頭
99頭

8,845頭

受
２

ツ

総合共済

火災共済

合  計

1075960万円
40491 430万円
41667390万円

103,400万円
22698万円
126098万 円

252戸

20戸    27台 4191 669円

平成21 度
一

¨
一

一 事業言「画 ，
，
′



ろっこう 第28号

ｒ″
「
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“
日
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卜
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|

^
照J

住宅用火災警報器を無料進呈中です′

この機会にぜひこカロ入を′

本年度より火災共済 (一般D総 合共済の掛金がお安くなつています

安い掛金で大きな補償をするのがNOSAIの建物共済です

この機会に加入内容の見直しをしてみませんか?

NOSAIの建物共済は、建物 家具類等のあなたの大切な財産を不慮の災害からお守りします

万が―に備え、再取得価格いっばいまでの加入をおすすめしています

● ロ ロ ロ ロ ■ ● ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ ロ ロ 菫 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 菫 ロ ロ ロ ロ
=ロ

ロ ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ
"ロ

ロ ●

農業共済組合は公共性を有する組織として、その社会的信用の損なうことのないよう、

適正な事業運営が求められています。昨今の社会情勢から監督官庁であります農林水産

省より、事故防止の観点からも農業共済掛金等の納入方法について、現金による納入か

ら口座振替による納入に移行すべ く指導がございました。

今後も引受及び共済金等の支払いの健全化を図るため、『口座振春』への移行を推進

してまいりますので、まだ提出頂いていない加入者の方につきましては、ご理解とご協

力をお願いいたします。

茨城旭村農業協同組合

かしまなだ農業協同組合

しおさい農業協同組合

なめがた農業協同組合

常  陽  銀  行

関 東 つ く ば 銀 行

11

，

　̈
　
一
¨
　
　
」
一　
　
●
一　
　
一り
　
　
い
｝

・■

　

¨
」

　

■̈

水 戸 信 用 金 庫

茨 城 県 信 用 組 合

ゆ うち ょ銀行 (郵便局 )

東  日 本  銀  行

佐 原 信 用 金 庫

銚 子 信 用 金 庫

行銀城茨

詳 しくは企 画課 ま でお″ ι〕合わ せ下さι)

4



ろつこう 第28号

農
産
物
の
安
全
確
保
ヘ

行
方
市
小
高

箕
輪
　
敏
徳
さ
ん

（４５
）
こ

一
家

我
が
家
で
は
、
私
達
夫
婦
　
息
子
夫
婦
　
両
親
の
三

世
代
で
、
施
設
葉
物
野
菜
と
甘
藷
を
組
み
合
わ
せ
た
経

営
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
野
菜
は
チ
ン
ケ
ン
菜
が
主
で
、
季
節
　
気
候
に

合
っ
た
品
種
検
討
及
び
栽
培
方
法
を
行
い
、
良
品
の
生

産
や
経
営
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
ａ
辰
業
生
産
工
程
管
理
）
へ
の
取
り
組

み
も
行
い
、
農
産
物
の
安
全
確
保
　
品
質
の
向
上
を
図

り
、
信
頼
さ
れ
る
産
地
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
様
と
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
農
産
物
の
安
全
確
保
占
ｏ。
質
向
上
を
目
指
し
、

家
族
協
力
し
合
っ
て
農
作
業
に
従
事
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

岡
野
　
美
保

さ
ん

鹿
嶋
市
大
船
津

Ｓ
６２
年
１
月
２‐
日
生

美
容

・
健
康
の
お
店

・
郎
型

セ
レ
、フ
勤
務

☆
趣
姉
は
？

フ
ラ
ダ
ン
ス
　
生
け
花
　
映
画
鑑
賞

旅
行
　
シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ

★
理
想
の
男
性

（タ
イ
ブ
）
は
？

思
い
や
り
が
あ
っ
て
、誠
実
て
、
尊
敬
で
き
る
人

☆
将
来
の
夢
は
？

ｊ
ツ
ド
八
ン
ド
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ヤ
ン
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
両
親
の
よ
う

な
幸
せ
な
家
庭
を
持
ち
た
い
で
す
。

★
農
業
に
つ
い
て

農
業
は
私
達
の
食
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
常
に
新
鮮
で
安
全

安
心
な
食
物
を
食
卓
に
届
け
て
く
れ
る
生
産

者
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
農
業
が
活
性
化
し
て
い
く
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。

農
業
経
営
の
こ
れ
か
ら

鉾
田
市
子
生

戸
田
　
恒
男
さ
ん

（２６
）

左から 美奈子さん (長男の妻)、

真優香さん (孫 )、 真人さん (長男)、

フミ子さん (母 )、 俊彦さん (父 )、

優希奈さん (孫 )、 年始江さん (妻)敏徳さん

,・ ‐‐■.■ ||‐ 1●

私
が
就
農
し
て
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
な
ど
を
主
に
し
て
、

色
々
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
い
っ
た
形
で

あ
ろ
う
と
も
色
々
な
作
物
に
挑
戦
し
て
そ

の
不
安
を
取
り
除
い
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
以
上
に
農
業
の
事
や

経
営
の
事
を
勉
強
し
て
、
将
来
の
農
業
経

営
者
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。



ろつこう 第28号

名
所
―■
跡
発
見

小
野
小
町
伝
説
の
寺

‘
―
潮
来
市
上
戸

瑠
璃
光
山
観
音
寺
は
、
宣
（言
宗
豊
山
派
に
属
し
、
筑
波

山
別
当
徳
一大
士
が
大
同
二
年

（８
０

しヽ

に
尾
ノ
詰
に
開
創

し
た
古
利
で
あ
る
．
観
応
二
年

（１
３
５
１
）
に
現
在
の
地
に

移
さ
れ
、
翌
年
の
観
応
三
年
に
鰐
口
が
奉
納
さ
れ
た
と
記
録

に
あ
る
。
こ
の
鰐
回
は
直
径
約
二
十
セ
ン
チ
の
背
鋼
製
で
内

蔵
頭
藤
原
国
安
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
も
の
で
は

県
下
最
古
で
あ
り
、
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

境
内
に
は
県
指
定
文
化
財
の
葉
師
堂
が
あ
り
、
方
三
間

寄
棟
造
り
、
茅
葺
の
小
ぶ
り
な
建
物
で
、
建
築
手
法
は
和

様
を
主
体
と
す
る
が
、
柱
や
板
肇
等
に
唐
様
式
を
混
じ
て
い
る
。
ま
た
建
物
の
正
面
の

み
蔀
戸
を
釣
り
、
他
を
枚
戸
お
よ
び
板
墜
と
す
る
な
ど
住
宅
風
を
加
味
し
た
質
素
な
作

り
で
あ
る
が
、
内
部
に
は
柱
が
無
く
、
四
方
か
ら
集
ま
る
化
粧
屋
根
尻
を
納
め
る
の
に

中
央
部
に
鏡
天
丼
を
作
っ
て
納
め
て
い
る
の
は
特
異
で
あ
る
。

平
成
十
年
に
竣
工
し
た
解
体
工
事
に
よ
り
室
町
時
代
の
建
立
で
あ
る
一，
一が
確
認
さ

れ
た
．

山
門
は
潮
来
市
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
は

通
常
正
面
か
ら
前
後
に
流
れ
る
が
、
こ
の
山
門
は
左
右
に
流

れ
、
通
常
の
物
を
横
に
置
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
脚
が
六
本

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
鐘
つ
き
堂
に
す
る
予
定
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

庭
前
に
あ
る
小
町
桜
は
、
小
野
小
町
が
限
病
を
思
い
各
地
を

流
浪
し
た
が
、
こ
の
観
音
寺
に
百
か
日
の
参
籠
を
し
て
祈
願
し
た

と
こ
ろ
全
快
し
た
の
で
、
そ
の
お
礼
に
枝
工
れ
桜
を
寄
進
し
た
と

い
う
。
（現
在
は
三
代
日
）

骨

サ

NOSAIクィラξ
表紙で紹介した水郷県民の森は、いくつかの

八イキングコースがあり、体力に応じてコースを選

べるようになつています。さて、このコースの一部

となる吊り橋が架かつている池は何池でしようか?

C黒駒池 ②大膳池 0竜神湖
3択です。番号でお答え下さい

|◆ 応募方法                |
|  まがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済組合

|

1  企画課までこ応募下さい。尚eメ ールでの受付もいたして |

|  おります。正解者の中から抽選て粗品をプレゼン トいた |

|  します。                      |
,   ※●写彗●'J人 情|「 よ や品の発■■,■言〒半拌●にのみ■輌コしま]     |

|◆ 締切
1  平成21年 8月 31日 (当日消E口有効)         |
|◆ メールアドレス               |
l   qu12@nosa rokko orip                l

編
集
後
記

水
稲
共
済
の
掛
金
の
納
入
時
期
と

な

っ
て
お
り
ま
す
．
安
心
　
安
全
な
日

座
振
替
を
引
き
続
き
お
す
す
め
し
て
お

り
ま
す

．́

皆
様
か
ら
の
情
報

や
ご
意
見
　
ご
要
望

寺
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

菜師堂と枝
=れ

It

屋根が左右に流れる山門

311-2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一　
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

■問題の答え

O 番

目広報[や NOSAに
対する

こ意見 こ要・・

■住 所 ■電話番号

■氏 名 ■職 業

■年 齢


